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要介護（要支援）認定者数は、増加する推計となっています。65 歳以上人口の増加に伴い、第１号被保険者の認

定率は徐々に高くなると見込まれます。 

高齢者人口の増加に伴い、認知症罹患者数も増加していく推計となっています。 

各年 10 月 1 日現在 

各年 10 月 1 日現在 

総人口は緩やかな増加傾向にあり、令和２年（2020 年）10 月１日現在で 343,386 人と

なっています。推計値において、令和４年（2022 年）をピークに年々減少すると見込ま

れており、本計画の最終年度である令和５年（2023 年）では、343,438 人となっていま

す。 

年齢別でみると、高齢者（65 歳以上）人口は、令和２年（2020 年）では 82,019 人と

なっており、今後も増加傾向にあると予測されています。総人口は減少傾向にあるため、

65 歳以上人口割合、すなわち高齢化率は増加傾向にあります。 

高齢者を取り巻く現状と推計 
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世帯総数は今後微増から横ばいへと推移していきますが、高齢独居世帯の割合は増
加していくことが予想されます。 

要介護等認定者数の推移をみると、横ばい傾向にあり、令和２年（2020 年）９月末
現在 14,005 人となっています。また、認定率は増加傾向にあり、令和２年（2020 年）
９月末現在 16.6％となっています。 

高齢者世帯数 




